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りそなアセットマネジメントの概要(企業文化の醸成)
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りそなアセットマネジメントの概要
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りそなアセットマネジメントの概要

出所）りそなスチュワードシップレポート2018/2019より（2020.1運用機能の統合のため、統合前の残高（2018.9）を掲載）
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私たちが目指すもの/責任投資・ESG活動

出所）りそなスチュワードシップレポート



5出所）りそなスチュワードシップレポート

私たちが目指すもの/責任投資・ESG活動
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対話テーマ/パッシブ運用

出所）りそなスチュワードシップレポート
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パッシブ運用におけるエンゲージメントの考え方

アクティブ運用 パッシブ運用

運用方針
個別銘柄を調査して、運用者の判断により、
投資対象を選定

市場インデックス（TOPIX、日経平均など）に連
動した運用

組み入れ銘柄数 数10～数100銘柄 約2000銘柄（TOPIXの場合）

投資期間 株価の動向により機動的に売買 原則として売買しない超長期保有

エンゲージメント方針
自己が運用するファンドのパフォーマンス
向上

インデックス全体の底上げ

エンゲージメントの目的 売り・買いの判断を行うため
インデックス採用企業の長期的企業価値の向上
を促すため

対象銘柄 ファンドが保有する特定の企業
インデックス・ウエイトが高い銘柄を中心に、幅
広くカバー

手法 当該企業の課題について改善を求める
市場全体に共通する課題について、主要企業に
働きかけるとともに、全企業に向けてメッセージ
を発信する

対話テーマの特徴 個別企業ごとの経営課題 市場全体に共通的なテーマが中心

問題企業への対応 対話、議決権行使と売却 保有継続、対話と議決権行使

フリーライダーへの対策基本的に不要 協働活動を求める
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協働エンゲージメント
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ESG⽬標と投資期間のマッチング

不可視的

時間軸四半期 年度 中期 ⻑期

可視的

＆

＆

短期的な価値
（振れやすい）

中期的な価値
（ガバナンス・企業戦略が反映）

⻑期的な価値
（将来にわたる存続基盤）

ESG領域
（中⻑期的企業価値向上の視点）

キャッシュフロー

利 益

売 上

企業⽂化

ガバナンス・戦略

求められる視点

時間軸とフォーカスポイント



外部環境
(社会、市場、雇用、規制、環境 etc)

～ ビジネスモデルは以下の仕組み ～

経営資源(資本) ： 強み
⇓

価値の創出
⇓

キャッシユ・フロー創出(マネタイズ)

現在のビジネスモデル

現在

非
財
務
情
報

財
務
情
報

P/L : 売上・利益
B/S : 総資産・純資産

将来

将来の外部環境

（変化）

将来のビジネスモデル

P/L : 売上・利益
B/S : 総資産・純資産

資本政策

ガバナンス、経営者

価値創造・戦略実現・リスク最小化に向けた組織メカニズム

メガ
トレンド

戦略

成長
性

•将来の事業機会

• ビジネスモデルの強化 and／or
転換

•持続的な価値創出のための資
源配分(投資・集中・撤退)計画

•人材、設備、R&D、M&A

• Performance(KPI)
: 財務，非財務実績

•経営者による分析・解説

機会情報

中長期戦略

戦略の進捗

• ROE、ROIC （利益／純資産・資産）

資本生産性

• リスク対応方針（要因抽出・対策）

リスク情報

経営理念
ビジョン

組織目標

投資政策

ガパナンス方針、機関・役員構成
報酬方針、会議実績(各背景を含む）

長期投資における対話領域
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■本資料は、作成時点において信頼できると思われる各種データ等に基づいて、作成されていますが、弊社はその正確性または完
全性を保証するものではありません。

■また、本資料に記載された情報、意⾒および予想等は、弊社が本資料を作成した時点の判断を反映しており、今後の⾦融情勢、
社会情勢等の変化により、予告なしに内容が変更されることがありますのであらかじめご了承下さい。

■本資料に関わる⼀切の権利はりそなアセットマネジメント株式会社に属し、その⽬的を問わず無断で引⽤または複製することを固
くお断りします。


